
1) Okudera H: Development of Color Coding 

System for Hospital Damage， Experts Work-

shop， 1st Symposium on the Protection of 

Medical Facilities. National Research Institute 

for Earth Science and Disaster Prevention 

2004. 6. Tsukuba. 

2) Okudera H: Hopital Performance under 

Disaster Conditions. Keynote Lecture， 1 st 

Symposium on the Protection of Medical 

Facilities. National Research Institute for 

Earth Science and Disaster Prevention. 2004 

6. Tsukuba. 

3) Wakasugi M， Okudera H: Disaster Drill 

on Operating Room in University Hospital. 

Experts Workshop， 1st Symposium on the 

Protection of Medical Facilities. National 

Research Institute for Earth Science and 

Disaster Prevention. 2004. 6. Tsukuba. 

4) 奥寺 敬:脳神経外科救急における要の画像診

断-AHA Guidelines 2000における脳卒中救急の

概念(教育講演).第 9回日本脳神経外科救急学

会， 2004， 1，広島.

5) 奥寺敬，岩下具美，高橋愛:NBC連携モデ

ルからみた松本サリン事件の分析(シンポジウ

ム).第9回日本集団災害医学会総会， 2004， 2， 

札幌

6) 石坂真二，奥寺敬，東原紘道:病院の災害対

応、・安全管理のためのColorCoding Systemの

開発.第9回日本集団災害医学会総会， 2004， 2， 

札幌

7) 奥寺 敬:突然死についてー学校での救急対応

(シンポジウム).第36回若年者心疾患対策協議会

総会， 2004， 2，富山.

8) 若杉雅浩，井川晃彦，奥寺 敬:総頚・蘇生後

に脳低温療法を施行し良好な経過をとった 3例.

第18回日本神経救急学会学術集会， 2004， 6，富山.

9) 若杉雅浩，井川晃彦，奥寺 敬:経頚・蘇生後

に脳低温療法を施行し良好な経過をとった 3例.

第18回日本神経救急学会学術集会， 2004， 6，富山.

10)奥寺 敬:高気圧酸素治療と救急医療ーあるべ

き姿と実状のdiscrepancy(ランチョンセミナー)

第一回日本臨床高気圧酸素・潜水医学学会学術総

会， 2004， 10，東京.

11)奥寺 敬:救急看護と危機管理医学(特別講演)， 

第6回日本救急看護学会， 2004， 10，松本.

12)井川晃彦，若杉雅浩，奥寺 敬:当院における

一酸化中毒治療例の検討.第32回日本救急医学会
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⑮著書

1) 宮林千鶴子，山本由加里，中山箕由美，奥寺

敬，山口千鶴子:ACLS. I救急看護の基本技術」

高橋章子(監)， 280-284，メデイカ出版，大阪，

2004. 

2) 奥寺敬，丹下大祐:髄膜炎・脳炎.I先端医

療シリーズ、27・救急医療:救急医療の最先端J，

島崎修次，山本保博，相川直樹(編)， 127-132， 

先端医療技術研究所，東京， 2004. 

3) 奥寺 敬:意識障害.I救急診療ガイドラインJ
岡元和文，相馬ー亥，山科 章，山田至康，行岡

哲男(編)， 194-195，総合医学社，東京， 2004. 

4) 若杉雅浩，奥寺敬:シミュレーター以外の気

管挿管トレーニング法.I気管挿管インストラク

ターハンドブック」田中秀治(編)， 176-183，東

京法令出版，東京， 2004. 

5) 奥寺敬:癖痛ドクターアドバイス.I救急看

護プラクテイス」中村恵子，森田孝子，田中由紀

子(編入 101-102，南江堂，東京， 2004. 

6) 奥寺敬:意識障害ドクターアドバイス.I救
急看護プラクティスJ中村恵子，森田孝子，田中

由紀子(編)， 120-121，南江堂，東京， 2004. 

⑮原著

1) 奥寺敬，高林大輔，石坂真二，山下和彦:救

急外来処置室の配備.総合臨床， 53:885-888， 2004. 

2) 丹下大祐，奥寺敬:北陸における日本救急医

学会ACLS基礎コースおよび指導者養成ワークショッ

プの開催.富山医科薬科大学医学会誌， 15:62・65，

2004. 

3) 若杉雅浩，奥寺敬:輸液療法一重症患者への

対応一「頭部外傷による脳浮腫J.救急集中治療，

16:1383-1387. 2004. 

⑮総説

1) 奥寺敬:脳死判定基準.Clinical Neurosci-

nce (臨床神経科学)， 22:522・523，2004. 

2) 奥寺 敬:21世紀の救急・災害医療のパラダイ

ム.富山医科薬科大学医学会誌， 15:34-36， 2004. 

⑮ 学会報告
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総会， 2004， 10，千葉.

13)若杉雅浩，朝日丈尚，斉藤伸彦，樋口昭子，奥

寺敬:*盆頚による心停止症例における脳低温療法

の有効性，第32回日本救急医学会総会， 2004， 10， 

千葉.

⑮ 地方会等

1) 奥寺敬:重症頭部外傷ガイドラインについて一

改訂作業の概要(特別講演).第 7回信州神経救

急フォーラム， 2004， 5，松本市，信州大学旭総合

研究棟.

2) 奥寺敬:脳神経外科と救急医療-最近の救急

医療事情.第60回富山県脳神経外科医会， 2004， 5， 

富山市，ボルフアート富山.

3) 演田浄司:急性硬膜外血腫とくも膜下出血を認

めた一例.第 8回富山医科薬科大学附属病院救急

事例検討会， 2004， 6，富山市，富山医科薬科大学

第二講義室.

4) 石田洋一:ロープで首を吊った事例.第 8回富

山医科薬科大学附属病院救急事例検討会， 2004， 

6，富山市，富山医科薬科大学第二講義室.

5) 飯田充昭:浴室内で意識を失い倒れていた一例.

第8回富山医科薬科大学附属病院救急事例検討会，

2004， 6，富山市，富山医科薬科大学第二講義室.

6) 山下陽子:燃料を満載した軽ワゴン車に乗って

いて興奮状態になった事例.第 8回富山医科薬科

大学附属病院救急事例検討会， 2004， 6，富山市，

富山医科薬科大学第二講義室.

7) 八野田 純:トイレで吐血し倒れた事例.第 8
回富山医科薬科大学附属病院救急事例検討会， 2004， 

6，富山市，富山医科薬科大学第二講義室.

8) 奥寺 敬:救急医療と災害医療(特別講演)第

14回日本救急医学会北陸地方会， 2004， 6，高岡市，
高岡法科大学.

9) 奥寺 敬:これからのメデイカルコントロール

の動向(特別講演).第22回富山救急医療研究会

2004， 9，富山市，富山県教育文化会館.

⑮ 研修会等講演

1) 奥寺 敬:21世紀の災害医療のパラダイム.平

成15年度岐阜県医師会災害医療研修会， 2004， 1， 

多治見.

2) 奥寺 敬:集団災害の対応について.平成15年
度富山ブロック救急隊員研修会， 2004， 2，婦中消

防署.

3) 奥寺 敬:NBC災害の理解ー松本サリン事件を

モデルとしたシミュレーション.平成15年度富山

県健康危機管理対策特別研修会， 2004， 2，富山県

庁大ホール.

4) 奥寺敬:メデイカルコントロールとは一国際

標準の心肺蘇生法と自動式除細動器について-

平成15年度長野県医療器械従事者研修会， 2004， 

3，豊科町.

5) 奥寺敬:地域救急医療と消防の連携.平成15
年度砺波救急医療・消防連携協議会， 2004， 3，砺

波広域圏消防本部.

6) 奥寺敬:救急医療専門医制度の概要.長野赤

十字病院救急医療懇談会， 2004， 3，長野赤十字病

院.

7) 奥寺敬:富山県の二次医療圏とメデイカルコ

ントロール.第4回富山救急・災害医療懇話会，

2004， 3，富山全日空ホテル.

8) 奥寺敬:災害医療とマスギャザリング.平成

16年度諏訪赤十字病院災害医療研修会， 2004， 4， 

諏訪赤十字病院

9) 奥寺敬:スポーツ・イベントにおける救急医

療体制.富山スプリング・スポーツセミナー， 2004， 

5，富山全日空ホテル.

10)奥寺敬:救急医療の現状と課題.第 4回富山

赤十字病院事例検討会 2004.5富山赤十字病院

11)若杉雅浩:人が倒れていますどうしよう.第18
回日本神経救急学会学術集会記念公開講座， 2004， 

6，富山県民会館.

12)奥寺敬:救命救急医療の最先端.平成16年度

キメラ会， 2004， 6，越州， 富山市.

13)奥寺敬:救急・災害医学のパラダイム.第 2

回石川救命救急フォーラム， 2004， 6，ホテルイン

金沢.

14)奥寺 敬:国際標準の心肺蘇生法の概要を学ぶ.

平成16年度文部科学省スーパーサイエンスハイス

クール事業(富山県立高岡高校)Iミニ大学J2004， 

7，富山県立高岡高校.

15)奥寺敬:緊急時の養護診断と応急処置につい

て.平成16年度富山県養護教諭夏期研修会， 2004， 

8，ボルフアート富山.

16)奥寺敬:災害とは?病院施設での災害時の

対応について.平成16年度石川県看護協会研修会，

2004， 9，石川県中小企業会館.

17)奥寺敬:災害と防災訓練.平成16年度慈泉会

相津病院防災訓練基調講演， 2004， 9，相浮病院

18)奥寺敬:災害医療とトリアージ.平成16年度

長野県立須坂病院災害医療研修会， 2004， 10，須

坂病院.

19)奥寺敬:今日の救急医療.平成16年度糸魚川・

下新川医師会合同生涯教育講座， 2004， 10，アク

ア黒部.
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20)奥寺敬:長野五輪における救急医療体制-2005
年岡山国体に備えて一平成16年度4病院団体協議

会「救急医療防災セミナーJ，2004， 10，アークホ

テル岡山.

21)奥寺敬:災害拠点病院と災害訓練.平成16年
度糸魚川総合病院院内学習会， 2004， 11，厚生連

糸魚川総合病院.

22)奥寺敬:新しい一次心肺蘇生とAED(特別

講演)，第16回富山県接骨学術研究会， 2004， 11， 

富山電気ビルデイング.

23) 奥寺敬:ACLS/ICLSの基本的な考え方と

位置づけ.平成16年度富山県医師会ACLS研修会，

2004， 11，富山HCPTC.
24)奥寺 敬:病院機能と自然災害.瑞穂医学セミ

ナー， 2004， 11， 11/26瑞穂医科工業カンファラ

ンスルーム.

25)奥寺 敬:心臓突然死と自動体外式除細動器，

岐阜県医師会研修会 2004.11岐車県医師会館.

26) 奥寺敬:的確な救急対応の理論と実際を学

ばせる.富山市医師会看護研修会， 2004， 12，富

山市医師会.

⑮そ の他

1) 奥寺 敬:救急・災害医学講座のめざすもの.

富山県下救急救命士会会報， 8: 1-2， 2004. 
⑮ 主催学会・研究会等

1) 第3回富山救急・災害医療懇話会，富山第一ホ

テル， 2004， 3，富山市.

2) 第4回富山救急、・災害医療懇話会，富山全日空

ホテル， 2004， 3，富山市.

3) 第11回日本救急医学会ACLS基礎コース・指導

者養成ワークショップ，金沢大学附属病院会議室，

2004， 4，金沢市.

4) 第18回日本神経救急学会学術集会，富山全日空

ホテル， 2004， 6，富山市.

5) 第18回日本神経救急学会学術集会祈念公開市民

講座「どうしよう?一急病への対応J，富山県民

会館， 2004， 6，富山市.

6) 第24回富山集中治療医学研究会，名鉄トヤマホ

テル， 2004， 7，富山市.

7) 第4回秋田脳血管研究センター夏期セミナー

秋田脳血管研究センター， 2004， 7，秋田市.

8) 平成16年度富山医科薬科大学大学院医学特別実

習，最新の国際的心肺蘇生法の実習，ヘルスケア

プロバイダートレーニングセンター， 2004， 7，富

山市.

9) 第5回富山救急・災害医療懇話会，高志会館，

2004， 7，富山市.

10)富山医科薬科大学ACLS基礎(ICLS)コース

(平成16年度採用卒後研修医対象)，ヘルスケアプ

ロパイダートレーニングセンター， 2004， 9，富山

市.

11)剣ICLS(ACLS基礎)コース，ヘルスケアプロ

バイダートレーニングセンター， 2004， 11，富山

市.

12)平成16年度富山県医師会ACLS基礎(ICLS)
コース，ヘルスケアプロパイダートレーニングセ

ンター， 2004， 11，富山市.

13)第2回剣ICLS(ACLS基礎)コース，ヘルスケ

アプロノtイダートレーニングセンター， 2004， 12， 

富山市.

14)第3回剣ICLS(ACLS基礎)コース，ヘルスケ

アフ。ロノてイダートレーニングセンター 2004， 12， 

富山市.

15)第6回富山救急・災害医療懇話会，富山第一ホ

テル， 2004， 12，富山市.
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